
特集　私たちのこれまでとこれから
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見て　触れて
　すべてが新鮮でした
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「私が“協力する”というより、
　たくさんの方に“協力隊”していただいた３年間でした。」

地域おこし協力隊　左
さ じ き

治木 悠子

　はじめは何とか柏倉家を引き継がなければという思いが強く、気張っていたと思い　はじめは何とか柏倉家を引き継がなければという思いが強く、気張っていたと思い
ます。でもその様子を見て何かあれば手助けしてくれたのが指導員の井上さんであり、ます。でもその様子を見て何かあれば手助けしてくれたのが指導員の井上さんであり、
同期の前田さんであり、柏倉家に出入りする黒塀のまちなみ保存活用協議会の皆さん同期の前田さんであり、柏倉家に出入りする黒塀のまちなみ保存活用協議会の皆さん
や岡地区の皆さん、シルバー人材センターの皆さん、大学の諸先生方など、書ききれや岡地区の皆さん、シルバー人材センターの皆さん、大学の諸先生方など、書ききれ
ないたくさんの方にお世話になりました。ないたくさんの方にお世話になりました。
　１年目に九左衛門家の当主から「ここで見聞きしたこと・感じたことがひとつでも　１年目に九左衛門家の当主から「ここで見聞きしたこと・感じたことがひとつでも
あなたの人生のどこかで活きれば良いと思うの」という言葉をかけていただき、今であなたの人生のどこかで活きれば良いと思うの」という言葉をかけていただき、今で
も心に残っています。自らが興味を持つと、身の回りにたくさんの魅力的な物事や人も心に残っています。自らが興味を持つと、身の回りにたくさんの魅力的な物事や人
に溢れていることに気づきます。柏倉家が、それぞれの人にとっての魅力を見つけるに溢れていることに気づきます。柏倉家が、それぞれの人にとっての魅力を見つける
ことができる場所であり続けてほしいと思います。ことができる場所であり続けてほしいと思います。
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　柏倉家を通じて毎日たくさんのことを楽しく勉強　柏倉家を通じて毎日たくさんのことを楽しく勉強
させていただき、好きなことを追究させてもらいまさせていただき、好きなことを追究させてもらいま
した。大きなデザインを担当させていただいたり、した。大きなデザインを担当させていただいたり、
趣味の延長だった趣味の延長だった古古

ここ
物物
ぶつぶつ
やカルチャーに携われて、想やカルチャーに携われて、想

像以上に像以上に刺激的な刺激的な３年間であっという間でした。た３年間であっという間でした。た
くさんの人に気にかけていただいて、お話ししてくくさんの人に気にかけていただいて、お話ししてく
ださった方一人ひとりにお礼の気持ちでいっぱいです。ださった方一人ひとりにお礼の気持ちでいっぱいです。
　これからも中山で楽しくたくさんのことを吸収し　これからも中山で楽しくたくさんのことを吸収し
ながら、皆さんにしていただいたように、新しく中ながら、皆さんにしていただいたように、新しく中
山に来る方に中山の面白さを伝えられるようになれ山に来る方に中山の面白さを伝えられるようになれ
たらと思います。たらと思います。

「周りの優しさで３年間楽しく走り続けられました！」
地域おこし協力隊　前田 真莉子

※ここでは旧柏倉家住宅（九左衛門）・旧柏倉惣右衛門家住宅（惣右衛門）を合わせて柏倉家と表記します。
　それぞれの家のことを示す場合は、九左衛門・惣右衛門と記載します。

私たちのこれまでとこれから（地域おこし協力隊活動記録）特集
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長期間におよんだ聞き取り調査

左治木 悠子

３
月
…

協
力
隊
着
任
、
ひ
な
ま
つ
り
初
参
加

４
月
…
中
山
町
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
部
入
部
、「
柏
倉
家
住
宅
保
存
・
利
活
用
基
本
計
画
・
実
施
計
画
」
作
成
開
始

５
月
…
全
国
地
域
お
こ
し
協
力
隊
研
修
（
３
日
間
）

６
月
…
金
比
羅
樽
流
し
初
参
加
、
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
の
製
作
開
始
、
子
ど
も
教
室
「
高
取
山
登
山
」

７
月
…

九
左
衛
門
で
職
業
体
験
、
紅
花
ま
つ
り
初
参
加
、
豊
田
小
学
校
で
の
ゲ
ス
ト
授
業
、
全
国
か
ぶ
と
虫
相

撲
大
会
初
参
加
（
な
か
や
ま
の
な
か
初
出
店
）、
子
ど
も
教
室
絵
は
が
き
講
師
、
岡
千
手
観
音
堂
仏
像

悉し
っ
か
い皆

調
査
を
提
案

８
月
…

九
左
衛
門
で
職
員
研
修
、
岡お

か
あ
め
じ
る
し

雨
印
の
紅
花
制
作
開
始
、
柏
倉
家
の
温
度
・
湿
度
測
定
開
始

９
月
…

元
祖
芋
煮
会
in
中
山
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
、
岡
千
手
観
音
堂
仏
像
悉
皆
下
見
調
査

１０
月
…

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
中
山
Ｃ
Ｍ
完
成
披
露
、ほ
ん
わ
館
ま
つ
り「
ス
ギ
ヤ
マ
カ
ナ
ヨ
さ
ん
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
参
加
、
ひ
な
ま
つ
り
展
示
企
画
開
始

１１
月
…

資
料
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・
移
動
、
北
蔵
の
収
蔵
庫
化
・
旧
保
育
園
空
き
教
室
の
倉
庫
化
開
始
、
ひ
な
人

形
の
調
査
・
目
録
作
成
開
始
、
縁
の
品
漆
器
類
の
調
査
開
始

１
月
…

か
ら
ま
が
る
マ
ル
シ
ェ
初
参
加
（
な
か
や
ま
の
な
か
出
店
）、
な
が
さ
き
幼
稚
園
餅
つ
き
初
参
加

３
月
…

ひ
な
ま
つ
り
開
始

な
ど

４
月
…

第
１
回
中
山
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会
、
惣
右
衛
門
石
山
太
柏
作
品
群
の
調
査
、
岩
谷
十
八

夜
観
音
奥
の
院
探
検

５
月
…

子
ど
も
教
室
「
名
札
作
り
」、
中
山
町
芸
術
文
化
協
会
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」、
九
左

衛
門
当
主
聞
き
取
り
調
査
・
事
業
書
類
整
理
開
始
、
惣
右
衛
門
当
主
・
家
族
聞
き
取
り
調
査
開
始

６
月
…

文
化
財
保
存
修
復
学
会
第
４１
回
大
会
参
加
、
置
賜
民
俗
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
、
東
北
芸
術
工
科
大

学
講
師
を
務
め
る

８
月
…

柏
倉
家
団
体
ガ
イ
ド
開
始
、
中
山
町
郷
土
研
究
会
口
頭
発
表
、
柏
倉
家
仏
壇
清
掃
・
仏
具
磨
き
・
建
築

専
門
家
に
よ
る
庭
園
視
察
開
始

９
月
…

九
左
衛
門
庭
園
植
栽
図
作
成
、
柏
倉
家
一
般
公
開
用
備
品
・
消
耗
品
選
定
開
始

１０
月
…

惣
右
衛
門
主
屋
の
家
財
・
資
料
引
っ
越
し
作
業
開
始
、
新
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
意
見
交
換
会

２
月
…

中
山
町
郷
土
研
究
会
講
演
会
の
企
画
「
地
域
資
料
か
ら
読
み
解
く
地
域
像
」、
岡
千
手
観
音
堂
仏
像
悉

皆
調
査
報
告
書
編
集
・
印
刷
製
本
開
始

３
月
…

柏
倉
家
一
般
公
開
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
柏
倉
家
新
事
務
所
へ
引
っ
越
し

な
ど

１
年
目
（
平
成
３０
年
度
）

２
年
目
（
令
和
元
年
度
）

　柏倉家での維持管理・調査研究・特別公開の企画等、基本的な学芸
員的業務の土台を作ることから活動を始める一方で、中山町での初め
ての地域おこし協力隊ということもあり、様々な団体からイベントに
お声がけいただきました。中山町のことをもっと知りたいという気持
ちと、私たちの存在がめぐり巡って柏倉家を知ってもらうことにもつ
ながると思い、できる限り参加させていただきました。
　また、「今、私たちがしていること・感じていること」を発信する
場所としてＳＮＳ（なかやまのなか）を始めましたし、「広報なかや
までコラムを書いている人ね」と認知されることが多くなりました。

　２年目から岡地区のお母様方に“柏倉家”の清掃と風通しの協力を仰ぎました。これは指導員の井上利昭さ
んの人望により成り立つもので、私はハタキ片手に偉そうに指示出しをしていました。いつもフレッシュなガー
ルズ母ちゃんたちのお陰で“柏倉家”の建物に再び艶と清々しさを取り戻せたと思います。
　また、岡千手観音堂の仏像調査や、惣右衛門のご家族から主屋の資料１点ずつについてエピソードを伺う聞き
取り調査を実施しました。この頃、中山町郷土研究会や故・烏兎沼宏之先生が発行した本を読み、記録物として
残すことの重要性を感じ、いつかアーカイブ事業に取り組みたいなと考え始めました。１年目よりもありがたい
ことに仕事の幅が広がりましたが、一般公開やひなまつりの展示準備が重なり、慌ただしさは増すばかりでした。
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すべてが初めての体験でした

前田 真莉子

３
月
…

協
力
隊
着
任
、
ひ
な
ま
つ
り
初
参
加

５
月
…
全
国
地
域
お
こ
し
協
力
隊
研
修
（
３
日
間
）、
な
か
や
ま
健
幸
く
ら
ぶ
ポ
ス
タ
ー
な
ど
制
作
開
始

６
月
…
紅
花
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー
な
ど
制
作
開
始
、
子
ど
も
教
室
「
高
取
山
登
山
」

７
月
…

九
左
衛
門
で
職
業
体
験
、
紅
花
ま
つ
り
初
参
加
、
豊
田
小
学
校
で
の
ゲ
ス
ト
授
業
、
全
国
か
ぶ
と
虫
相

撲
大
会
初
参
加
（
な
か
や
ま
の
な
か
初
出
店
）、
子
ど
も
教
室
絵
は
が
き
講
師

８
月
…

九
左
衛
門
で
職
員
研
修
、
花
笠
パ
レ
ー
ド
初
参
加
、
岡
雨
印
の
紅
花
制
作
開
始
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

大
会
て
ぬ
ぐ
い
制
作
開
始
、
健
康
と
福
祉
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
チ
ラ
シ
制
作
開
始
、
岩
谷
十
八
夜
観
音

例
祭
初
参
加

９
月
…

オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス
ト
in
中
山
初
参
加
、
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
の
移
住
フ
ェ
ア
に
中
山
町

ブ
ー
ス
で
参
加

１０
月
…

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
中
山
Ｃ
Ｍ
完
成
披
露

１１
月
…

西
村
山
郡
地
域
お
こ
し
協
力
隊
意
見
交
換
会
初
参
加

１２
月
…

ひ
な
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー
な
ど
制
作
開
始

１
月
…

か
ら
ま
が
る
マ
ル
シ
ェ
初
参
加
（
な
か
や
ま
の
な
か
出
店
）、
な
が
さ
き
幼
稚
園
餅
つ
き
初
参
加

３
月
…

ひ
な
ま
つ
り
開
始
、
岩
手
・
秋
田
視
察
（
３
日
間
）

な
ど

４
月
…

第
１
回
中
山
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会

５
月
…

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
制
作
開
始
、
紅
花
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー
な
ど
制
作
開
始
、
お
不
動

様
祭
典
初
参
加
、
な
か
や
ま
健
幸
く
ら
ぶ
ポ
ス
タ
ー
な
ど
制
作
開
始

６
月
…

中
央
公
民
館
大
掃
除

７
月
…

紅
花
ま
つ
り
開
始
、
九
左
衛
門
一
般
公
開
向
け
デ
ザ
イ
ン
制
作
開
始
、
東
南
村
山
移
住
セ
ミ
ナ
ー
チ
ラ

シ
デ
ザ
イ
ン
制
作
開
始
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
起
業
セ
ミ
ナ
ー
①
参
加
、
東
北
六
県
移
住
フ
ェ
ア
に
中

山
町
ブ
ー
ス
で
参
加

８
月
…

地
域
お
こ
し
協
力
隊
起
業
セ
ミ
ナ
ー
②
参
加
（
２
日
間
）

９
月
…

西
村
山
郡
地
域
お
こ
し
協
力
隊
意
見
交
換
会
参
加
、
東
南
村
山
移
住
セ
ミ
ナ
ー
に
中
山
町
ブ
ー
ス
で
参

加
、
元
祖
芋
煮
会
in
中
山
初
参
加
（
な
か
や
ま
の
な
か
出
店
）

１１
月
…

惣
右
衛
門
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｅ
Ｅ
イ
ベ
ン
ト

１
月
…

か
ら
ま
が
る
マ
ル
シ
ェ
参
加
（
な
か
や
ま
の
な
か
出
店
）

２
月
…

女
性
ま
つ
り
初
参
加
（
な
か
や
ま
の
な
か
出
店
）

な
ど

１
年
目
（
平
成
３０
年
度
）

２
年
目
（
令
和
元
年
度
）

　もともと住んでいた方のお話を聞きながら、柏倉家の片付け
整理を行ったことが思い出深いです。広い敷地なので大変な面
もありましたが、色々なエピソードや暮らしのお話を聞くこと
ができて、毎日新鮮な発見がありました。日々の暮らしの積み
重ねと長い歴史が地続きになっていること、それを残すことの
大変さや想いを体感として感じられ、貴重な経験をさせていた
だきました。文化財としてのエピソードに限らず、中山ならで
はの暮らしの文化や慣習についても教えていただき、中山の面
白さへの期待が確信になった１年でもありました。

　１年目は左治木さんと指導員の井上さんと一緒の作業が多かったですが、２
年目になると自然と役割分担ができてきました。夏ごろからは一般公開に向け
てデザイン業務を本格的に始めました。スタッフの方々にも様々な意見をいた
だき試行錯誤。デスクワークが多くなるにつれ現地の維持管理業務に参加でき
る回数が少なくなってしまい、申し訳なさと寂しさがありました。最終的には
ロゴを初めとしてポスター、チラシ、ｗｅｂ、チケット、キャプションなどな
ど、町内企業の方とも一緒にたくさんのものを作らせていただきました。
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芸工大でひな人形の染料調査 講師として参加した芸工大での講義 岡千手観音堂の調査を実施

作成した岡千手観音堂のパンフレット 岡千手観音堂世話人と資料整理 ひなまつり展示の準備作業

岡地区の皆さんと一緒に大掃除。ちょっとした
休憩タイムです。

左治木 悠子

５
月
…

柏
倉
家
春
の
大
掃
除
（
煤す

す
払
い
・
畳
干
し
・
雨
樋
清
掃
・
鳥
獣
侵
入
対
策
）、
ひ
な
人
形
仕
舞
い
作
業

６
月
…
柏
倉
文
蔵
家
の
家
蔵
資
料
整
理
開
始
、
東
北
芸
術
工
科
大
学
文
化
財
保
存
修
復
学
科
学
生
の
卒
業
研
究

協
力
開
始

７
月
…
九
左
衛
門
・
惣
右
衛
門
一
般
公
開
開
始
、
岡
千
手
観
音
堂
町
民
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
、「
知
事
と

若
者
の
地
域
創
生
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」　
参
加

８
月
…

一
般
公
開
マ
ニ
ュ
ア
ル
資
料
作
成
開
始

９
月
…

柏
倉
家
に
て
専
門
家
視
察
・
団
体
見
学
の
案
内
対
応
、
柏
倉
家
秋
の
大
掃
除

１０
月
…

村
山
地
方
創
生
懇
談
会
参
加
、
来
年
の
ひ
な
ま
つ
り
展
示
企
画
開
始

１１
月
…

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
御
礼
芋
煮
会
」
漆
器
・
会
場
準
備
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
研
修
会
参
加

１２
月
…

柏
倉
家
維
持
管
理
の
年
間
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
開
始
、
柏
倉
家
除
雪
・
雪
下
ろ
し
、「
中
山
町
を
語

り
合
お
う
」
合
同
座
談
会
参
加

１
月
…

地
域
お
こ
し
協
力
隊
報
告
会
の
企
画
開
始
、「
移
住
・
定
住
の
促
進
に
向
け
た
意
見
交
換
会
」
リ
モ
ー

ト
会
議
参
加

２
月
…

地
域
お
こ
し
協
力
隊
報
告
対
談
会
の
冊
子
作
成
、
一
般
公
開
「
ひ
な
飾
り
」
企
画
準
備
、
協
力
隊
退
任



な
ど

３
年
目
（
令
和
２
年
度
）

　３年目は新協力隊のほかに、教育委員会が
採用する管理員も増えました。技術や文化の
継承をするには丁度良い年齢・性別・専門層
であり、「文化財チーム」は“山形らしい”
３世代家族のような形になりました。ここか
ら年間計画に沿ってより細分化した作業を開
始し、山形の四季に合わせて、煤払いや畳の
虫干しのほかに大切なお仏壇の清掃も行いま
した。
　施設を管理することで何よりも重要なのは
引き継ぎと情報の共有です。一人で抱え込ま
せず、継続性を保つことが何よりも難しいで
す。でも作業を１つずつ習慣化すると余裕が
出てきて、初めて祭り事や新たな取り組みが
できるとも思うのです。ただ、偉そうなこと
を言っておいて、私は抱えたものが多すぎて
終わらないこと多数。あぁ、一番あかんやつ。
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私たちのこれまでとこれから（地域おこし協力隊活動記録）特集

隅から隅まで丁寧に掃き掃除 みんなで蓮池の掃除もしました 新たな活動拠点に…！

作成した「岡のほん」 「なかやまのなか」初出店 資料整理にもご協力いただきました

案内看板やキャプションもデザインさせていただきました。
７月１０日、九左衛門・惣右衛門の一般公開が始まりました。感慨深
さと不安と緊張の１日。ここまで長かったような短かったような…。

前田 真莉子

４
月
…

九
左
衛
門
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
休
館
対
応
（
３
日
間
）、事
務
所
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
開
始

６
月
…
柏
倉
文
蔵
家
の
家
蔵
資
料
整
理
開
始

７
月
…

九
左
衛
門
・
惣
右
衛
門
一
般
公
開
開
始

９
月
…

東
南
村
山
移
住
セ
ミ
ナ
ー
チ
ラ
シ
デ
ザ
イ
ン
制
作
開
始

１０
月
…

地
域
お
こ
し
協
力
隊
県
知
事
意
見
交
換
会
参
加

１１
月
…

弘
前
大
学
移
住
調
査
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

１２
月
…

東
北
芸
術
工
科
大
学
総
合
美
術
コ
ー
ス
ゲ
ス
ト
講
師
、
中
山
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会
用
デ

ザ
イ
ン
制
作
開
始

２
月
…

東
南
村
山
郡
地
域
お
こ
し
協
力
隊
意
見
交
換
会
参
加
、
協
力
隊
退
任

な
ど

３
年
目
（
令
和
２
年
度
）

　３年目になるとまずやってきたのが新型コロナウイルス。九
左衛門ではひなまつりの中止や一般公開の延期、ほかにも活動
報告会などのイベントが中止となり、協力隊にも大きな影響が
ありました。大雨や地震、大雪など、ここ２年間でなかった自
然災害も多く、様々な予定が想定外の方向に。一方で新しい協
力隊や柏倉家のスタッフも増え、自分たちでやってきたことを
誰でもできるように引き継ぎしていくことがメインとなりまし
た。私は主にデザインの説明書のようなものを作りました。７
月からは延期になった一般公開が始まり、ガイドや受付業務も
始まりました。また、協力隊卒業後は中山町に残ってフリーラ
ンスのデザイナーとして起業することを決断し、その準備を並
行して行ってきました。書類整理や事務所のリノベーションな
ど、こちらも試行錯誤しながら進めています。（未だ現在進行形）
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「
こ
れ
ま
で
」
と
「
こ
れ
か
ら
」

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会
対
談

まよひが企画
代表　佐藤 恒平さん

司会進行役を務めた佐藤恒平さんといえば…
　皆さんもご存じ「桃色ウサヒ」の生みの親で、コミカルな動きで場
を盛り上げる中の人ご本人です。着ぐるみキャラクター「桃色ウサヒ」
による朝日町のＰＲを皮切りに、ふるさと納税、地域学校教育などの
分野で実験的な手法による地域振興プロジェクトを手がけています。
平成２６年には、地域振興サポート会社「まよひが企画」を開業し、自
身が提唱する成功事例を模倣しない活性化手法「非主流地域振興」に
よって、地方自治体や公益団体の事業サポートを行っています。

　
　
　
今
日
は
３
年
間
の
振
り
返
り
と

こ
れ
か
ら
の
進
路
に
つ
い
て
お
聞
き

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
１

年
目
の
業
務
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　
１
年
目
の
メ
イ
ン
は
引
き
継
ぎ

で
、
当
主
か
ら
お
話
を
聞
き
な
が
ら

柏
倉
家
の
維
持
管
理
や
掃
除
の
仕
方

な
ど
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
引

き
継
ぎ
書
類
な
ど
は
な
か
っ
た
の
で
、

口
伝
を
メ
モ
し
た
り
、
写
真
を
と
っ

た
り
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
前
田
さ
ん
も
１
年
目
は
一
緒
の

活
動
を
？

　
　
　
そ
う
で
す
ね
。
左
治
木
さ
ん
と

一
緒
に
一
般
公
開
に
向
け
て
片
付
け

を
し
て
い
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
を
す

る
上
で
柏
倉
家
の
魅
力
や
地
元
の
人

の
思
い
を
知
る
い
い
機
会
で
し
た
。

　
　
　
前
田
さ
ん
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
さ
ん

で
す
が
、
柏
倉
家
の
維
持
管
理
・
活

用
が
業
務
内
容
で
あ
っ
た
中
山
町
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
応
募
し
た
理

佐
藤

左
治
木

佐
藤

前
田

佐
藤

由
は
何
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

　
　
　
も
と
も
と
古
い
物
や
建
物
が
好

き
だ
っ
た
ん
で
す
。
あ
と
、
一
度
見

学
し
た
と
き
に
「
面
白
い
も
の
が

い
っ
ぱ
い
あ
る
！
」
と
い
う
気
持
ち

が
強
く
な
っ
た
か
ら
で
す
か
ね
。

　
　
　
な
る
ほ
ど
。

　
　
　
１
年
目
は
片
付
け
か
ら
始
ま
っ

た
と
聞
き
ま
し
た
が
、
や
っ
て
み
て

ど
う
で
し
た
？

　
　
　
良
く
も
悪
く
も
想
像
を
超
え
て

い
ま
し
た
ね
。
資
料
と
し
て
い
た
だ

く
も
の
と
残
す
も
の
が
あ
る
程
度
整

理
さ
れ
た
状
態
で
業
務
を
任
さ
れ
る

と
想
定
し
て
い
た
の
で
す
が
、
私
た

ち
が
着
任
し
た
と
き
は
ま
だ
生
活
し

た
ま
ま
の
状
態
で
残
っ
て
い
ま
し
た

か
ら
。「
文
化
財
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
で
入
っ
て
き
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。

で
も
、
逆
に
生
活
資
料
が
そ
の
ま
ま

残
っ
て
い
る
の
は
魅
力
的
で
し
た
ね
。

こ
こ
で
生
活
し
て
い
た
人
た
ち
の
歴

史
を
汲
み
取
り
な
が
ら
作
業
で
き
ま

し
た
。

　
　
　
僕
た
ち
一
般
の
人
は
形
に
な
っ

前
田

佐
藤

佐
藤

左
治
木

佐
藤

た
文
化
財
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
で
す
け
ど
、
文
化
財
に
し
て
い
く

過
程
っ
て
研
究
者
や
学
芸
員
の
視
点

か
ら
見
た
ら
、
も
の
す
ご
く
価
値
の

あ
る
も
の
で
す
よ
ね
。

　
　
　
周
り
か
ら
見
た
ら
「
全
て
処
分

し
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
け
ど
、
灰
皿
１
つ
で

あ
っ
て
も
、な
ぜ
こ
こ
に
あ
る
の
か
、

ど
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
隠
さ
れ
て
る

の
か
を
発
掘
す
る
の
も
楽
し
み
の
１

つ
で
す
ね
。

　
　
　
で
は
、
２
年
目
の
活
動
を
聞
く

前
に
、
お
ふ
た
り
の
第
一
印
象
を
聞

い
て
も
い
い
で
す
か
？

　
　
　
ま
じ
め
で
ク
ー
ル
で
バ
リ
バ
リ

仕
事
し
ま
す
！
み
た
い
な
人
だ
と

思
っ
て
て
、
す
ご
く
ち
ゃ
ん
と
し
な

い
と
い
け
な
い
…
っ
て
。
で
も
話
す

う
ち
に
左
治
木
さ
ん
が
末
っ
子
だ
と

わ
か
っ
た
し
、〝
緊
張
し
い
〟
な
と

こ
ろ
も
可
愛
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
最
初
か
ら
話
し
や
す
い
雰
囲
気

が
あ
り
ま
し
た
。〝
緊
張
し
い
〟
な

の
で
不
安
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
前

左
治
木

佐
藤

前
田

左
治
木

左
治
木
悠
子
×
前
田
真
莉
子

�
×
佐
藤
恒
平
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私たちのこれまでとこれから（地域おこし協力隊活動記録）特集

う
に
形
を
整
え
る
こ
と
で
し
た
。
何

を
展
示
す
る
か
、
ど
う
い
う
解
説
を

つ
け
る
か
、
ど
う
い
う
ス
ト
ー
リ
ー

性
を
出
す
か
。
私
の
場
合
は
ポ
ス

タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
案
内
看
板

な
ど
の
必
要
最
低
限
の
も
の
を
提
案

し
て
デ
ザ
イ
ン
し
て
…
。

　
　
　
時
間
が
足
り
な
い
で
す
ね
…
。

　
　
　
ち
ょ
う
ど
２
年
目
に
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
答
申
し
て
い
た
だ
い

て
、
そ
こ
で
ま
た
柏
倉
家
の
価
値
が

変
わ
っ
た
こ
と
で
見
せ
方
が
固
ま
り

ま
し
た
。

　
　
　
準
備
と
い
う
見
え
な
い
部
分
で

作
業
を
し
て
い
る
と
、
地
域
の
人
か

ら
「
こ
の
人
た
ち
は
何
を
し
て
い
る

ん
だ
ろ
う
」
と
思
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り
は
ど
う
で

し
た
？

　
　
　
岡
地
区
に
頻
繁
に
出
入
り
す
る

の
で
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
け
ど
、
皆
さ
ん
と
て
も
優
し
か
っ

た
で
す
。「
山
形
は
大
変
で
し
ょ
う
」

と
か「
こ
ん
な
も
の
あ
る
の
よ
」と
か
。

　
　
　
そ
れ
と
、
指
導
員
さ
ん
が
岡
地

区
出
身
だ
っ
た
の
で
色
々
な
と
こ
ろ

に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
の
が
大
き

い
で
す
ね
。

　
　
　
た
し
か
に
。
指
導
員
さ
ん
が
い

て
く
れ
た
か
ら
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
し
、

佐
藤

左
治
木

佐
藤

前
田

左
治
木

前
田

お
父
さ
ん
の
よ
う
な
存
在
で
す
ね
。

　
　
　
２
年
目
の
後
半
は
全
力
疾
走
し

な
い
と
い
け
な
い
時
期
で
し
た
よ

ね
？

　
　
　
そ
う
で
す
ね
。
左
治
木
さ
ん
に

催
促
さ
れ
る
く
ら
い
デ
ザ
イ
ン
業
務

に
遅
れ
が
出
た
り
、
町
内
企
業
の
方

と
案
内
看
板
の
作
成
を
し
た
り
。
私

は
ほ
ぼ
パ
ソ
コ
ン
と
に
ら
め
っ
こ
状

態
で
し
た
の
で
、
現
場
で
の
準
備
に

参
加
で
き
な
く
て
申
し
訳
な
か
っ
た

で
す
。

　
　
　
２
年
目
は
本
当
に
人
が
足
り
な

く
て
、
岡
地
区
の
お
母
さ
ん
た
ち
に

お
手
伝
い
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
岡

地
区
全
体
で
柏
倉
家
を
支
え
て
い
く

と
い
う
土
台
作
り
も
し
た
か
っ
た
し
、

個
人
的
に
岡
地
区
内
の
仏
像
調
査
も

入
っ
て
い
た
の
で
、
本
当
に
バ
タ
バ

タ
で
し
た
…
。

　
　
　
お
そ
ら
く
一
番
濃
い
期
間
で

し
ょ
う
ね
。
事
前
に
い
た
だ
い
た
活

動
記
録
を
見
ま
し
た
け
ど
、
２
年
目

の
欄
が
真
っ
黒
で
し
た
（
笑
）。

　
　
　
そ
れ
で
は
最
後
の
年
に
な
る
３

年
目
の
活
動
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
拡
大

し
、
ひ
な
ま
つ
り
は
中
止
。
一
般
公

開
も
延
期
に
な
っ
て
休
養
期
間
に
な

り
ま
し
た
。

佐
藤

前
田

左
治
木

佐
藤

佐
藤

左
治
木

　
　
　
一
般
公
開
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
？

　
　
　
日
々
魅
せ
る
窓
の
開
け
方
や
、

わ
か
り
や
す
い
解
説
を
研
究
し
な
が

ら
ガ
イ
ド
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
ガ
イ
ド
を
し
な
が
ら
新
し
い
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
２
人
へ
引
き
継

ぎ
を
し
て
い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
の
説

明
書
を
作
成
し
た
り
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
更
新
の
説
明
を
し
た
り
。

　
　
　
旅
先
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る

こ
と
は
基
本
で
す
し
、
頻
繁
に
更
新

さ
れ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
安
心
し
ま

す
か
ら
大
切
な
こ
と
で
す
ね
。

　
　
　
そ
れ
で
は
最
後
に
、
今
後
の
進

路
を
聞
い
て
も
い
い
で
す
か
？

　
　
　
す
ご
く
悩
み
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
中
山
町
の
文
化
財
を
知
り
た
い

と
思
い
、職
員
採
用
試
験
を
受
け
て
、

４
月
か
ら
町
職
員
と
し
て
働
か
せ
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
　
　
私
は
２
月
１
日
付
で
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

町
内
に
い
る
の
で
柏
倉
家
の
お
手
伝

い
も
し
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
柏
倉
家
を
知
り
た

い
し
、
町
の
面
白
い
も
の
を
発
信
し

た
り
し
た
い
で
す
。

　
　
　
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
新
し
い
目
標
に
向
か
っ
て
２

人
と
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

佐
藤

左
治
木

前
田

佐
藤

佐
藤

左
治
木

前
田

佐
藤

田
さ
ん
が
フ
ラ
ン
ク
な
方
で
助
か
り

ま
し
た
。
実
は
１
年
目
に
他
市
町
村

の
協
力
隊
と
何
度
か
交
流
す
る
機
会

が
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
前
田
さ
ん

が
行
く
と
き
だ
け
一
緒
に
行
っ
て
、

前
田
さ
ん
が
行
か
な
い
と
き
は
私
も

断
っ
て
ま
し
た
（
笑
）。

　
　
　
（
笑
）。

前
田

　
　
　
２
年
目
の
活
動
は
ど
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
し
た
か
？

　
　
　
一
般
公
開
に
向
け
て
本
格
的
に

準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。
あ
る
程
度

引
き
継
ぎ
も
片
付
け
も
終
わ
っ
て
、

展
示
品
を
ど
う
見
せ
て
い
く
か
の
話

し
合
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
私
た
ち
が
３
年
目
の
４
月
に

オ
ー
プ
ン
予
定
だ
っ
た
の
で
、
２
年

目
の
目
標
は
と
に
か
く
間
に
合
う
よ

佐
藤

左
治
木

前
田

懐かしいエピソードに思わず笑顔
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ナ
ウ
イ
ル
ス
真
っ
只
中
の
４
月
。
中

山
町
に
来
て
初
め
て
命
じ
ら
れ
た
仕

事
が
ま
さ
か
の
「
自
宅
待
機
」
で
し

た
。
大
学
で
は
江
戸
時
代
を
中
心
に

勉
強
し
て
い
て
、
博
物
館
学
芸
員
の

資
格
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

中
山
町
に
来
る
前
は
博
物
館
で
ア
ル

バ
イ
ト
な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
。
柏

倉
家
も
江
戸
時
代
か
ら
続
い
て
き
た

歴
史
あ
る
建
物
な
の
で
、
歴
史
の
面

で
調
査
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
中
山
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
な
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
栃
木
県
で
地
域
振
興
活
動
に
参

加
し
て
い
ま
し
た
が
、
経
験
を
積
ん

で
行
く
中
で
「
地
元
の
山
形
に
貢
献

し
た
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
山
形
に
戻
っ
て
か
ら
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
募
集
し
て
い
る
市
町

村
を
訪
問
し
ま
し
た
が
、
一
番
熱
意

佐
藤

伊
藤

　
　
　
ま
ず
は
自
己
紹
介
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
　
昨
年
の
２
月
に
着
任
し
た
伊
藤

一
之
で
す
。
観
光
関
係
の
業
務
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
昨
年
の
４
月
に
着
任
し
た
稲
垣

圭
祐
で
す
。
柏
倉
家
の
維
持
管
理
と

調
査
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
お
ふ
た
り
の
活
動
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
自
分
が
も
と
も
と
や
っ
て
い
た

観
光
や
、
地
域
振
興
の
活
動
を
活
か

せ
る
よ
う
に
と
、
８
月
に
教
育
課
か

ら
産
業
振
興
課
に
移
動
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
中
山
町
は
、
観
光
資
源

は
豊
富
で
す
が
、
そ
れ
を
観
光
産
業

に
活
用
す
る
に
は
あ
と
一
歩
が
足
り

て
い
な
い
状
態
だ
と
思
い
ま
す
。
柏

倉
家
を
守
っ
て
い
く
意
味
で
も
、
中

山
町
全
体
の
観
光
資
源
を
活
用
し
、

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
も
の
が
停

滞
し
た
こ
と
も
あ
り
、
一
つ
の
活
動

に
徹
す
る
よ
り
も
、
町
全
体
の
観
光

を
考
え
て
、
課
を
コ
ン
バ
ー
ト
し
た

ん
で
す
ね
。

　
　
　
私
が
着
任
し
た
の
は
新
型
コ
ロ

佐
藤

伊
藤

稲
垣

佐
藤

伊
藤

佐
藤

稲
垣

が
あ
っ
た
の
が
中
山
町
で
し
た
。
普

段
だ
っ
た
ら
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
中

山
町
に
、
逆
に
注
目
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

　
　
　
大
学
院
後
の
進
路
を
考
え
た
時

に
、
歴
史
研
究
や
文
化
財
に
携
わ
る

仕
事
を
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
も

と
も
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
い
う

仕
事
を
知
っ
て
い
た
の
で
、「
学
芸
員
」

「
文
化
財
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
調
べ
て
、

中
山
町
の
募
集
が
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

す
ぐ
に
連
絡
を
と
っ
て
、
一
昨
年
の

８
月
頃
に
柏
倉
家
の
見
学
を
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
文
化
財
業
界
に
お

い
て
「
保
存
と
活
用
」
は
永
遠
の
課

題
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
バ
ラ
ン
ス
が

難
し
い
問
題
で
す
。
中
山
町
で
仕
事

が
で
き
れ
ば
、
自
分
に
と
っ
て
も
い

い
経
験
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
文
化
財
と
し
て
保
存
し
た
い
け

れ
ど
も
、
利
活
用
し
な
い
と
維
持
管

理
す
る
た
め
の
収
入
が
な
い
。
本
当

に
難
し
い
問
題
で
す
よ
ね
。

　
　
　
今
後
の
活
動
に
活
か
せ
る
得
意

な
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
　
　
人
を
巻
き
込
む
こ
と
が
得
意
で

す
。
昨
年
の
１０
月
か
ら
観
光
庁
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
事
業
に
参
加
し
て
い
る

の
で
す
が
、
様
々
な
立
場
の
方
々
と

一
緒
に
中
山
町
の
新
し
い
観
光
商
品

稲
垣

佐
藤

佐
藤

伊
藤

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
い
わ
ゆ
る
着
地
型
観
光
と
言
わ

れ
る
よ
う
な
、
特
定
の
場
所
に
行
っ

て
そ
こ
だ
け
楽
し
ん
で
終
わ
り
で
は

な
く
、
そ
こ
か
ら
広
が
る
よ
う
に
楽

し
め
る
場
所
を
「
自
分
た
ち
で
作
り

上
げ
て
い
く
」
こ
と
が
重
要
な
時
代

に
な
り
ま
し
た
ね
。

　
　
　
そ
う
で
す
ね
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
参
加
す
る
と
「
熱
い
思
い
を

持
っ
て
い
る
人
」
の
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
と
て
も
刺
激
を
受

け
ま
す
。

　
　
　
博
物
館
が
好
き
で
、
全
国
各
地

の
歴
史
あ
る
博
物
館
を
巡
っ
て
い
ま

し
た
。
各
施
設
の
独
自
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
取
り
組
み
を
多
少
な
り
と
も
知
っ

て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を

活
か
せ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
柏
倉
家
を
活
用
し
て
い
く
上
で
、

何
か
提
案
は
さ
れ
ま
し
た
か
？

　
　
　
具
体
的
な
提
案
は
ま
だ
で
き
て

い
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
調
査
を
進

め
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
ず
は
保
存
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
、

モ
ノ
そ
の
も
の
も
大
事
で
す
が
、
モ

ノ
と
ヒ
ト
と
の
関
係
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
情
報
の
保
存
も
必
要
で
す
。

そ
う
し
た
情
報
が
モ
ノ
の
価
値
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
道
の
り
は
長
い

佐
藤

伊
藤

稲
垣

佐
藤

稲
垣

伊
藤
一
之
×
稲
垣
圭
祐

�

×
佐
藤
恒
平

稲垣圭祐さん
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の
雰
囲
気
を
楽
し
め
る
展
示
を
増
や

す
。

　
　
　
最
上
川
河
川
敷
の
活
用
と
か
も

考
え
た
い
で
す
ね
。
自
然
に
人
が
集

ま
る
し
、
目
の
前
に
温
泉
も
あ
る
。

そ
こ
を
中
心
に
何
か
で
き
れ
ば
…
。

春
か
ら
秋
に
か
け
て
多
く
の
キ
ャ
ン

パ
ー
が
集
ま
る
場
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
キ
ャ
ン
パ
ー
の
方
々
向
け
に
何

か
提
供
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
考

え
た
い
で
す
。

伊
藤

で
す
が
、
そ
れ
が
調
査
研
究
の
面
白

さ
で
す
ね
。

　
　
　
な
る
ほ
ど
。
お
ふ
た
り
は
い
ま

別
々
の
課
に
い
ま
す
が
、
課
が
違
う

か
ら
こ
そ
協
力
し
て
や
っ
て
い
け
る

こ
と
が
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

　
　
　
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
や
っ
て
い

き
た
い
こ
と
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
①
町
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
方

た
ち
を
つ
な
げ
る
役
に
な
る
。
②
町

の
特
産
品
開
発
や
、
近
隣
市
町
村
と

協
力
し
た
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る
。

　
　
　
①
柏
倉
家
に
関
す
る
資
料
を
調

査
す
る
。
②
一
般
公
開
の
中
で
当
時

佐
藤

佐
藤

伊
藤

稲
垣

知
っ
て
ほ
し
い
で
す
よ
ね
。
地
元
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
地
元
の

人
が
地
元
を
楽
し
ん
で
、
そ
の
楽
し

さ
を
色
々
な
場
所
で
伝
え
て
い
け
る

よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
ほ

し
い
で
す
。

　
　
　
私
も
前
田
さ
ん
と
一
緒
で
す
ね
。

中
山
町
ア
ー
カ
イ
ブ
を
作
っ
て
、
町

に
は
こ
ん
な
も
の
が
あ
る
よ
っ
て
い

う
の
を
書
物
と
し
て
残
し
て
い
き
た

い
。
平
成
の
最
初
に
無
く
な
っ
て
し

ま
う
よ
う
な
も
の
が
、
令
和
に
な
っ

て
も
あ
る
の
は
驚
き
で
す
。

　
　
　
中
山
町
が
こ
れ
か
ら
発
展
さ
せ

て
い
く
べ
き
こ
と
は
？

　
　
　
柏
倉
家
周
辺
の
黒
塀
を
も
っ
と

活
用
し
た
い
で
す
ね
。
町
外
か
ら
き

た
人
に
と
っ
て
あ
の
場
所
は
映
え
ス

ポ
ッ
ト
ら
し
い
で
す
。
例
え
ば
で
す

け
ど
、
惣
右
衛
門
を
Ｖ
Ｉ
Ｐ
層
向
け

の
宿
泊
施
設
に
し
た
り
…
。
で
き
る

か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
そ
う
い
っ

た
可
能
性
を
常
に
考
え
て
い
き
た
い

で
す
。

　
　
　
ま
ず
は
、
地
域
に
興
味
を
持
っ

て
い
る
人
と
、
そ
う
で
な
い
人
を
つ

な
げ
た
い
で
す
。
異
な
る
考
え
方
を

共
有
で
き
る
空
間
づ
く
り
を
町
全
体

で
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
と
に
か
く
中
山
町
は
面
白
い
人

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
好
き
な
こ
と

を
好
き
勝
手
に
や
っ
て
い
る
と
い
う

か
（
笑
）
そ
う
い
っ
た
人
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
た
い
。

　
　
　
さ
っ
き
話
し
た
中
山
町
の
ア
ー

カ
イ
ブ
を
作
る
こ
と
も
そ
う
で
す
し
、

左
治
木

佐
藤

伊
藤

稲
垣

左
治
木

前
田

私たちのこれまでとこれから（地域おこし協力隊活動記録）特集

左
治
木
悠
子
×
前
田
真
莉
子
×

　
　

伊
藤
一
之
×
稲
垣
圭
祐
×

�

佐
藤
恒
平

着任してもうすぐ１年　次の目標は…

伊藤一之さん

　
　
　
こ
れ
か
ら
中
山
町
が
続
け
て
い

く
べ
き
こ
と
・
守
っ
て
い
く
べ
き
こ

と
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　
　
　
柏
倉
家
や
お
達
磨
の
桜
と
い
っ

た
名
所
で
な
く
て
も
、
こ
こ
か
ら
見

る
景
色
が
好
き
と
か
、
そ
う
い
っ
た

こ
と
に
目
を
向
け
ら
れ
る
町
で
あ
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
伝
統
や
古
く
か
ら
の
遊
び
な
ど

を
残
し
た
ま
ま
発
展
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
私
は
オ
ナ
カ
マ
の
文
化
が
と
て

も
好
き
な
の
で
、
お
祭
り
を
ど
う
に

か
し
て
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。
あ
と

は
初
市
の
だ
ん
ご
木
売
り
と
か
。
根

本
は
変
え
ず
に
、
現
代
に
合
わ
せ
た

形
の
初
市
に
し
て
い
っ
て
も
面
白
い

と
思
い
ま
す
。

佐
藤

稲
垣

伊
藤

前
田

　
　
　
大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
地
元

の
魅
力
を
発
表
す
る
機
会
を
作
っ
て
、

そ
の
発
表
内
容
を
冊
子
に
す
る
「
地

域
の
教
科
書
づ
く
り
」
を
企
画
し
て

み
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
自
分
た
ち

の
地
域
の
文
化
財
や
歴
史
を
、
町
内

外
の
人
に
伝
え
て
い
け
る
光
景
を
当

た
り
前
に
し
た
い
で
す
。

　
　
　
「
普
段
見
て
い
る
も
の
に
は
、

こ
ん
な
価
値
が
あ
る
ん
だ
よ
」
っ
て

稲
垣

佐
藤
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そして…
　　地域おこし協力隊退任式

〜地域おこし協力隊活動報告パネル展示のお知らせ〜

※お問い合わせ先　nakayamanonaka@gmail.com

　２月２６日に、３年間地域おこし協力隊を務めた左治木悠子
さんと前田真莉子さんの退任式が役場庁舎で行われました。
　佐藤町長から「東北の山形という地に来て、３年間活動し
てくれて本当にありがとうございました。活動の中で新たに
見つけた目標に向かってそれぞれ頑張ってください」と感謝
と激励の言葉が贈られました。

▪中央公民館　１階ロビー
　　４月１２日（月）～２５日（日）午後４時
▪ひまわり温泉ゆ・ら・ら　ロビー入浴棟通路
　　４月２８日（水）午後１時～５月６日（木）
▪町立図書館ほんわ館　１階ギャラリー
　　５月８日（土）～１４日（金）午後４時

く
れ
て
、
そ
こ
か
ら
住
ん
で
く
れ
た

ら
嬉
し
い
で
す
。
色
々
な
人
が
い
る

か
ら
こ
そ
否
定
さ
れ
な
い
、
必
ず
誰

か
に
認
め
ら
れ
る
町
で
あ
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

　
　
　
４
人
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
が
あ
っ

て
面
白
か
っ
た
で
す
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
活
動
を
き
っ
か
け
に
、
よ

り
多
く
の
人
と
つ
な
が
っ
て
い
け
る

と
い
い
で
す
ね
。

佐
藤

柏
倉
家
で
作
業
さ
れ
て
い
る
職
人
さ

ん
た
ち
に
注
目
し
て
み
た
り
、
町
内

の
お
地
蔵
さ
ん
を
特
集
し
て
み
た
り

…
。「
中
山
町
は
何
も
な
い
」
と
皆

さ
ん
言
い
ま
す
が
、
当
た
り
前
に
す

ご
い
こ
と
を
し
て
い
る
人
が
た
く
さ

ん
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
文
化
も
色
々
な
光
の
当
て
方
が

あ
る
か
ら
、
ア
イ
デ
ィ
ア
も
多
様
で

い
い
で
す
ね
。

　
　
　
最
後
に
、
一
緒
に
作
っ
て
い
き

た
い
中
山
町
の
未
来
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
自

分
た
ち
の
地
域
の
魅
力
に
興
味
を
持

ち
続
け
て
、
探
求
し
続
け
て
共
有
し

合
え
る
町
を
作
り
た
い
で
す
。
大
人

か
ら
子
ど
も
へ
だ
け
で
な
く
、
子
ど

も
か
ら
大
人
へ
考
え
を
話
し
合
え
る

よ
う
な
関
係
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
　
伝
統
や
文
化
を
守
り
な
が
ら
、

次
世
代
へ
価
値
が
引
き
継
が
れ
る
よ

う
に
し
た
い
。
あ
と
は
町
民
の
横
の

つ
な
が
り
を
も
っ
と
強
固
に
し
た
い

で
す
。

　
　
　
タ
ガ
マ
ヤ
と
か
オ
ナ
カ
マ
と
か
、

大
き
な
と
こ
ろ
に
例
え
る
と
、
東
京

の
高
円
寺
と
か
吉
祥
寺
み
た
い
な
要

素
を
中
山
町
は
持
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
少
し
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
カ
ル

佐
藤

佐
藤

稲
垣

伊
藤

前
田

和気あいあいとした様子で進む新旧協力隊の対談

３年間お疲れ様でした

私たちのこれまでとこれから（地域おこし協力隊活動記録）特集

チ
ャ
ー
寄
り
の
町
に
な
っ
た
ら
面
白

い
で
す
。
そ
ん
な
中
山
町
が
い
い
な

と
思
っ
て
足
を
運
ん
で
く
れ
る
人
が

増
え
る
と
い
い
な
。
あ
と
は
住
み
や

す
い
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
す

こ
や
か
と
い
う
か
…
。

　
　
　
「
こ
の
町
は
こ
れ
だ
」
と
い
う

よ
り
は
、色
々
な
要
素
が
あ
る
か
ら
、

町
全
体
を
見
て
面
白
い
と
感
じ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
ど
れ
か
に
ハ
マ
っ
て

左
治
木

※下記の日程で協力隊がお待ちしています！
　　４月１４日（水）・２１日（水）の午後５時～７時
　　４月１７日（土）・２４日（土）・２５日（日）の午後１時～４時
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コロナ禍でもにぎやかに　令和２年度の活動報告
女性まつり展示会を開催しました
　新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ開催が中止となった女性まつりですが、２月５日から１５日
の期間、女性団体連絡協議会（戸田貞子会長）の会員が作成した作品、およびだんご木が中央公民館に
展示されました。毎年綺麗な飾りをつけて来場者を出迎えてくれるだんご木が、初めて展示されたのは
およそ３０年ほど前だそうです。
　昨年よりも鮮やかな飾り付けが増えただんご木を皆さんご覧になりましたか。
　【展示団体】中山町商工会女性部、更生保護女性会、母子寡婦福祉会、婦人会、ＪＡやまがた女性部

ひまわり支部、食生活改善推進協議会

第１6７話 教育の機関 藩校第１6７話 教育の機関 藩校

例年より大きなだんご木が登場 中央公民館のホールに作品を展示しました

　
江
戸
時
代
の
教
育
機
関
は
、
す
で

に
今
日
の
学
校
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を

講
ず
る
施
設
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
江
戸

の
昌
平
坂
学
問
所
（
昌
平
黌
）
が
あ

り
ま
す
。
も
っ
と
も
、寛
永
１８
年（
１

６
４
１
年
）に
は
岡
山
藩
に
藩
の「
花

畠
学
舎
」
が
創
設
さ
れ
、
足
利
に
は

「
足
利
学
校
」
の
設
置
な
ど
、
随
分

と
古
い
時
代
か
ら
教
頭
と
学
生
と
建

物
が
整
え
ら
れ
、
武
士
階
級
の
子
弟

は
、こ
う
し
た
藩
校
で
学
び
ま
し
た
。

一
方
、
庶
民
の
子
弟
に
は
寺
の
境
内

や
師
匠
宅
に
設
け
ら
れ
た
「
私
塾
」

が
あ
り
、
前
者
は
行
政
役
人
と
し
て

の
書
記
能
力
、
人
民
の
統
率
の
力
量

を
培
い
、
私
塾
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
生

活
に
必
要
な
実
用
学
を
学
び
ま
し
た
。

　
藩
校
は
、
中
山
町
域
に
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
近
隣
に
は
次
の
諸

藩
校
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

上
山
藩　
天
輔
館

　
　
（
後
の
明
新
館



　
文
化
６
年　
１
８
０
９
年
）

山
形
藩　
立
誠
堂



（
享
和
２
年　
１
８
０
２
年
）

天
童
藩　
養
正
館



（
文
久
３
年　
１
８
６
３
年
）

上
杉
藩　
興
譲
館



（
安
永
５
年　
１
７
７
６
年
）

戸
沢
藩　
明
倫
館



（
天
明
年
間　
１
７
８
１
年
頃
）

酒
井
藩　
致
道
館



（
文
化
２
年　
１
８
０
５
年
）

　
小
藩
と
い
え
ど
も
、
藩
士
の
子
弟

を
教
育
し
、
次
の
世
代
を
担
う
資
質

の
養
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
藩
校
は
、
幕
府
の
昌
平
坂
学
問
所

を
手
本
と
し
、
江
戸
時
代
初
期
に
設

け
ら
れ
た
も
の
が
多
く
、
藩
体
制
を

支
え
、
支
配
階
級
と
し
て
の
知
識
と

修
養
を
重
ね
る
場
で
し
た
。
ま
た
、

学
問
好
き
の
藩
主
が
学
問
を
奨
励
し

た
こ
と
で
、
自
然
と
学
校
の
形
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
学
習
の
内
容
は
朱
子
学
を
中
心
と

し
た
漢
学
で
し
た
が
、
中
期
・
後
期

に
な
る
と
、
社
会
の
変
革
は
幕
府
の

財
政
的
な
危
機
に
よ
っ
て
一
極
集
中

の
教
育
に
行
き
詰
ま
り
、
む
し
ろ
藩

校
の
形
で
地
場
の
教
育
に
力
が
注
が

れ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
著
名
な
学
者

は
学
問
の
流
派
を
つ
く
り
、
そ
の
派

閥
が
学
問
を
育
て
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
や
が
て
、
武
士
階
級
だ
け
で
大
衆

を
支
配
す
る
体
制
は
薄
れ
て
い
き
ま

す
。
村
に
は
農
業
生
産
の
担
当
者
で

あ
る
百
姓
代
（
惣
百
姓
）、
村
落
の

生
活
を
担
う
組
頭
、
そ
れ
を
統
括
す

る
名
主
、
庄
屋
。
さ
ら
に
数
か
村
ま

た
は
十
数
か
村
を
統
括
し
、
藩
庁
や

代
官
所
と
直
接
結
び
つ
く
大
庄
屋
が

で
き
、
い
わ
ゆ
る
村
方
三
役
が
定
着

す
る
と
、
回
状
を
控
え
る
書
写
力
、

そ
し
て
請
書
（
報
告
書
）
な
ど
の
文

章
能
力
、
検
地
立
ち
合
い
の
た
め
の

測
量
技
術
、
水
害
対
策
な
ど
多
方
面

に
わ
た
る
学
力
を
涵
養
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
の
学
力
を
身
に
付
け
る
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
に
富
む
、
僧
侶
、

医
師
、
師
範
役
に
付
い
て
学
ぶ
よ
り

ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
塾
は
こ
う

し
た
社
会
的
背
景
の
中
で
生
ま
れ
ま

し
た
。

　
も
っ
と
も
学
力
は
一
朝
一
夕
で
身

に
付
く
も
の
で
は
な
い
た
め
、
子
ど

も
の
時
代
は
寺
の
僧
や
、
寺
社
内
に

設
け
ら
れ
た
「
寺
子
屋
」
に
通
っ
て

学
問
の
教
授
指
南
を
受
け
ま
し
た
。

藩
校
は
藩
の
主
旨
に
沿
い
、寺
子
屋
、

私
塾
は
そ
れ
な
り
の
理
由
を
も
っ
て

設
け
ら
れ
た
の
で
す
。

※
引
用　
中
山
町
史　
中
巻

　
　
　
　
第
１０
章
第
２
節　
教
育
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楽楽ししみみななががららききれれいいなな  
字字をを書書いいててみみまませせんんかか  

  生生徒徒募募集集    

書書道道教教室室 豊豊田田書書会会  
☆☆おおけけいいここ日日

毎毎週週木木曜曜日日 ～～ 時時

稲稲村村  輝輝山山  ((ききざざんん))  

    

中中山山町町岡岡 6655    ☎☎666622--22553311（（五五十十嵐嵐））

おお電電話話はは 1188～～2211 時時ににおお願願いいししまますす。。  
☆☆  詳詳ししくくはは HHPP ををごご覧覧くくだだささいい。。  
hhttttppss::////ttooyyooddaassyyookkaaii..jjiimmddooffrreeee..ccoomm  

  
岡岡観観音音様様  

 
書書道道教教室室のの看看板板がが目目印印でですす。。  

書書道道教教室室のの看看板板ががあありりまますす  

無無料料体体験験

実実施施中中

令和２年度統計功労者表彰

寄附ありがとうございます

　２月４日、令和２年度統計功労者表彰式が開催され、下
記１１名の方々が長年の統計功労により表彰されました。ま
た、経済産業大臣より表彰および感謝状を贈呈された２名
の方に、町長から表彰状と感謝状が伝達されました。

　２月１０日、澁谷昌さん（あおば）から、災害避難
所用口腔ケア用品として活用してくださいと、歯ブ
ラシ・液体歯磨き（各８００本）が寄附されました。
　避難所生活や水不足で口の中を清潔に保つことが
できないと、高齢の方は誤嚥性肺炎が起こりやすく
なるため注意が必要です。液体歯磨きは適量を口に
含み口内に行き渡らせたあとにブラッシングしま
す。災害時など、水が少ない状況でも使用できるの
が特徴です。

●経済産業大臣表彰
　橋本 正之さん

●経済産業大臣感謝状
　那須 弘悦さん

●山形県統計協会会長表彰
　石川 敏男さん、野口 政行さん

●山形県統計協会会長感謝状
　柏倉 和廣さん、工藤 京子さん

●山形県統計協会会長感謝状（退職調査員）
　五十嵐 完二さん、岸 孝一さん、佐東 榮さん、
　髙橋 幸悦さん、髙橋 伴保さん、那須 弘悦さん

橋本さんは平成２年から現在まで調査員として
活躍されています

那須さんは平成１７年から令和元年まで調査員を
務めました
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夢
町 コラム長

ひ
と
・ ・まち夢
町 コラム長

ひ
と
・ ・まち夢
町 コラム長

ひ
と
・ ・まち夢
町 コラム長

ひ
と
・ ・まち

中
山
町
長

中
山
町
長

佐
藤　

俊
晴

佐
藤　

俊
晴

　

間
違
っ
た
こ
と
を
改
め
る
に
は
、
自
分
が

誤
っ
た
と
自
覚
す
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
。
そ
の
こ

と
を
き
っ
ぱ
り
と
思
い
棄
て
て
、
直
ち
に
一
歩

前
進
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
間
違
っ
た
こ

と
を
く
よ
く
よ
し
て
何
時
ま
で
も
悔
し
く
思

い
、
心
配
す
る
こ
と
は
、
例
え
ば
茶
碗
を
割
っ

た
と
き
、
そ
の
か
け
ら
を
集
め
合
わ
せ
て
み
る

こ
と
と
同
じ
こ
と
で
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ

と
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
自
分
自
身
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る
。

「
過
ち
と
知
り
な
が
ら
反
省
を
怠
り
、
な
お
改

め
よ
う
と
し
な
い
こ
と
が
本
当
の
過
ち
で
あ

る
」
と
。
常
に
自
問
自
答
し
な
が
ら
行
動
を
起

こ
し
て
い
て
も
「
つ
い
」
と
い
う
瞬
間
が
あ
る

し
、
こ
の
弱
さ
が
あ
る
が
故
、
人
は
反
省
し
、

ま
た
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

過
ち
は
い
い
と
は
言
い
難
い
が
、
悪
か
っ
た

と
い
う
反
省
の
気
持
ち
が
大
事
で
あ
る
こ
と
は

間
違
っ
て
い
な
い
し
、
未
来
へ
の
扉
を
開
け
る

行
動
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

過
去
の
過
ち
を
悔
や
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？

「みらいをつくる」
観光共創イニシアティブ
シェアリングサミットが
� 開催されました
　２月２７日、観光庁の観光人材育成事業『みらいを
つくる』観光共創イニシアティブに参加している町
民が集まり、４か月間にわたって取り組んできた観
光共創の成果を発表する「シェアリングサミット」
が中央公民館で開催されました。これは全国各地１５
地域で開催されており、参加した仲間たちと共に学
習・成長し、地域の観光の未来に向けて実現したい
未来像とそこに向かう挑戦を共有することで、共創
の力を育てることを目的に実施された事業です。
　シェアリングサミットには、２４歳から７２歳までの
町民約４５名が参加し、これまで行ってきた活動の成
果や未来へ向けての活動指針を発表し、意見交換を
行いました。

西
郷
ど
ん
の
教
え
そ
の
２７

人　口 １１，０１９ （前月比＋4人）人
（男 5,4０3人、女 5,6１6人）

出生 人3 転入 人２3
死亡 人９ 転出 人１3

人の動き

（前月比＋6 世帯）世帯数 3，７２２世帯

まちの人口（２月末現在）

戸籍のまどぐち（２月分）
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お
知
ら
せ
版

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ　
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ　
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

№1373

※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。

　
町
内
に
住
所
が
あ
る
社
会
教
育
関
係
団
体

を
対
象
に
、
令
和
３
年
度
の
社
会
教
育
関
係

団
体
届
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。
届
出

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
会
員
名
簿

と
会
則
等
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
社
会
教
育
関
係
団
体
と
し
て
登
録
さ
れ
た

団
体
は
、
中
央
公
民
館
を
利
用
す
る
際
、
使

用
料
の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●�
受
付
期
間　
３
月
15
日
（
月
）
～
４
月
15

日
（
木
）　
午
前
９
時
～
午
後
10
時

※�

毎
年
、
届
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
代
表

者
等
が
受
付
期
間
外
に
決
定
す
る
場
合
は
、

決
定
後
、
速
や
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
場
所　
中
央
公
民
館
窓
口
（
届
出
用

社
会
教
育
関
係
団
体
届
の

提
出
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ

�
�

☎
６
６
２
‐
２
２
３
５

　
紙
を
準
備
し
て
い
ま
す
。）

●
対
象
団
体　
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
社
会

　
教
育
に
関
す
る
事
業
を
目
的
と
す
る
団
体
、

　
サ
ー
ク
ル
、
愛
好
会
な
ど

●�

対
象　
中
山
町
に
住
所
が
あ
り
、
か
つ
、

中
山
町
立
の
小
中
学
校
に
在
学
し
て
い
る

児
童
生
徒
の
保
護
者
等
で
、
生
活
保
護
を

受
給
中
の
方
、
ま
た
は
、
生
活
保
護
に
準

ず
る
程
度
に
困
窮
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ

る
方

●�

援
助
さ
れ
る
も
の　
①
学
用
品
費　
②
通

学
用
品
費　
③
校
外
活
動
費　
④
新
入
学

用
品
費　
⑤
修
学
旅
行
費　
⑥
通
学
費　

⑦
ク
ラ
ブ
活
動
費　
⑧
生
徒
会
費　
⑨
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
費　
⑩
医
療
費　
⑪
給
食
費

●�

申
請
方
法　
関
係
書
類
を
添
付
し
、
３
月

31
日
（
水
）
ま
で
に
教
育
課
学
校
教
育
G

（
中
央
公
民
館
内
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
は
町
内
各
小
中
学
校
、
教
育

課
学
校
教
育
G
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

就
学
援
助
制
度
の
お
知
ら
せ

※
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
学
校
教
育
Ｇ

�
�

☎
６
６
２
‐
５
４
８
４

【
犬
の
飼
主
の
方
へ
】

●
フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

　

�

犬
の
フ
ン
に
関
す
る
苦
情
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
犬
の
フ
ン
の
放
置
は
条
例
違
反
で

す
。
後
始
末
を
し
な
い
無
責
任
な
飼
主
の

行
動
が
周
囲
の
人
を
困
ら
せ
て
し
ま
い
ま

す
の
で
、
フ
ン
は
、
必
ず
持
ち
帰
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

�

放
し
飼
い
は
迷
子
や
事
故
の
原
因
、
周
り

の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
も
な
る
の

で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

【
猫
の
飼
主
の
方
へ
】

●
責
任
を
持
っ
て
最
期
ま
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

　

�

子
猫
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
連
絡
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
子
猫
が
生
ま
れ
て
困
る
場
合

は
、「
避
妊
」「
去
勢
」
手
術
を
お
す
す
め

犬
・
猫
の
飼
主
の
皆
さ
ん
へ

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
税
務
課
住
民
Ｇ

�
�

☎
６
６
２
‐
２
１
１
３

し
ま
す
。

※�

動
物
を
捨
て
る
こ
と
は
、
動
物
の
愛
護
及

び
管
理
に
関
す
る
法
律
に
違
反
す
る
行
為

で
す
（
違
反
す
る
と
１
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
と
な
り
ま
す
）。

●�
飼
う
意
思
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
野
良
猫

に
エ
サ
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

�

子
猫
が
増
え
、
近
所
の
方
へ
迷
惑
を
か
け

て
し
ま
い
ま
す
。
最
期
ま
で
責
任
を
持
っ

て
飼
う
意
思
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
絶
対
に

や
め
て
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
４
月
に
実
施
し
て
い
る
狂
犬
病
予
防

集
合
注
射
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
状
況
を
踏
ま
え
、
開
催
を
中
止
し
ま
す
。

　
犬
の
登
録
を
し
て
い
る
方
に
は
、
３
月
下

旬
に
接
種
案
内
ハ
ガ
キ
を
お
送
り
し
ま
す
の

令
和
３
年
度
狂
犬
病
予
防

集
合
注
射
を
中
止
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
税
務
課
住
民
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
２
１
１
３

で
、
ハ
ガ
キ
を
持
参
の
上
、
動
物
病
院
で
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。
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※お問い合わせ先　健康福祉課健康づくりＧ　☎６６２‐２８３６

　
あ
な
た
の
悩
み
、
心
配
ご
と
に
柿
崎
弁
護

士
が
助
言
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●�

日
時　
３
月
24
日
（
水
）

�

　
午
後
１
時
15
分
～
４
時

●
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

●�

相
談
内
容　
財
産
・
相
談
・
土
地
・
金
銭
・

家
族
問
題
な
ど

●
予
約
方
法　
電
話
受
付
（
先
着
５
組
）

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
、
来
庁
前
の
検
温
、
マ
ス
ク
の
着

用
、
来
庁
時
の
手
指
消
毒
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

心
配
ご
と
法
律
相
談
所
を

　
　
　
開
設
し
ま
す

※
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
協
議
会（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

�

☎
６
６
２
‐
４
３
６
１

　
館
内
清
掃
お
よ
び
ワ
ッ
ク
ス
掛
け
実
施
の

た
め
、
３
月
30
日
（
火
）
は
休
館
と
な
り
ま

す
。
終
日
館
内
に
は
入
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

中
央
公
民
館
休
館
の
お
知
ら
せ

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
２
２
３
５

新型コロナウイルスワクチン接種についてのお知らせ新型コロナウイルスワクチン接種についてのお知らせ
（２月末時点の情報であり、今後変更となる場合もあります。）
　４月下旬より、高齢者の新型コロナウイルスワクチン接種が開始される予定です。ワクチンの供
給状況等により、接種の開始時期が遅れたり、早まったりする場合があります。引き続きインター
ネットや広報などで国や県、町からの情報をご確認ください。

　●�高齢者の対象者（令和３年度中に６５歳以上に達する方）には、３月～４月頃に町から予防接種
券が届きます。

　　それ以外の方は、国が定める優先順位に従って、順次ご案内する予定です。

　●ワクチンは２回接種です。接種料金はかかりません。

　●�町では、集団接種と個別接種の両方に対応する予定です。集団接種の会場や日程、個別接種可
能な医療機関、予約方法などの詳細については、予防接種券と一緒に「ご案内の通知」を送付
しますので、お手元に届くまでお待ちください（町公式ホームページでも公開予定です）。

　●�ワクチンは原則、住所地（住民票のある市町村）で受けます。ただし、長期入院、長期入所し
ている方等のやむを得ない事情による場合には、例外的に住民票所在地以外で接種を受けるこ
とができます。具体的な例は以下のとおりです。

※�新型コロナウイルスワクチンの接種は、国では全国民に受けていただくようお勧めしていますが、
接種を受けることは強制ではありません。
※�現在、何かの病気で治療中の方や、体調など接種に不安がある方は、かかりつけ医等とご相談の
上、ワクチンを受けるかどうかお考えください。

やむを得ない事情で住民票所在地以外に長期間滞在している方の例
・町外の施設等に入院・入所中の方
・基礎疾患を持つ方が主治医の下で接種する場合
・災害による被害にあった方　　　など

→　町外で接種する場合でも
　　町への申請は不要です。

・出産のために里帰りしている妊産婦
・遠隔地へ下宿している学生
・単身赴任者　　　など

→　町外で接種する場合は
　　町への申請が必要です。
　　（申請方法は追ってお知らせします。）
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軽自動車等の名義変更や
� 廃車の手続きはお早めに！
　軽自動車税種別割は、４月１日現在の所有者（賦課販売の場合は買い主）に対して課税されます。
月割課税制度はありません。住所変更に伴い、車両の主たる定置場を変更した場合や車両を譲渡・
廃車した場合は、次の窓口でお早めに手続きをしてください。
　また、県外の窓口で車両の譲渡・廃車の手続き、住所（標識）変更の手続きを行った場合は、「軽
自動車税変更（転出）申告書」および新旧の車検証の写しを郵送またはＦＡＸで住民税務課税務Ｇ
へ送付してください。

車種区分 手続き窓口

・原動機付自転車（総排気量５０㏄～１２５㏄以下）
・�小型特殊自動車（乗用トラクター、フォークリ
フト等）

住民税務課５番窓口
☎６６２ - ２１１２

・軽自動車（三輪・四輪・被けん引車） 軽自動車検査協会山形事務所
☎０５０ - ３８１６ - １８３５

・軽二輪車（総排気量１２５㏄超２５０㏄）
・二輪小型自動車（総排気量２５０㏄超）
・�一部の小型特殊自動車（標識番号が中山町９９で
はじまるもの）

東北運輸局山形運輸支局　
☎６８６ - ４７１１

※お問い合わせ先
　住民税務課税務G　☎６６２‐２１１２　　FAX６６２‐２９９１

消費生活の窓口から消費生活の窓口から 不正利用防止のために、
� 利用明細は必ず確認しましょう！

※ご相談・お問い合わせ先　中山町消費生活相談窓口（住民税務課住民Ｇ内）　☎６６２ - ２５９３

　「クレジットカード会社から利用した覚えのない請求があった」という相談が寄せられています。
第三者による不正利用のおそれもあります。

〈事例〉�クレジットカード会社から代金の引き落としができないと、確認の電話が来た。慌てて利
用明細を見ると、先月３回に渡って、計５０万円以上の心当たりのない請求があった。カー
ド会社に問い合わせ、教えてもらった請求元に連絡をすると、私名義での購入の履歴はな
いと回答があった。（７０歳代　男性）

【アドバイス】
◆�利用明細は必ず毎月確認しましょう。クレジットカードを利用した際の伝票や注文確認メール等
は保管しておき、日付や金額等を利用明細と突き合わせて確認しましょう。また、利用明細には、
店舗名とは異なる記載がされていることもあります。
◆�自分に覚えがなくても家族がカードを利用している可能性もあるので、家族にも確認してみま
しょう。
◆不正利用が疑われる場合は、早急にカード会社に連絡しましょう。
◆困ったときは、消費生活相談窓口か消費者ホットライン（局番なしの１

い
８
や
８
や
番）に相談しましょう。

※出典：国民生活センターホームページ「不正利用かも！？利用明細は必ず確認」
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　乗車券類の売り上げの一部は、手数料として町に還元され、駅業務や施設管理費の一部に充てら
れます。新幹線特急券は自由席、指定席どちらも購入できますので出張・旅行の際にはぜひご利用
ください。また、次の割引切符についても販売しています。
◆学校学生生徒旅客運賃割引（学割）
◆身体障害者割引
◆ＪＲ東日本ジパング倶楽部割引
※種類により利用制限のある場合がありますので、詳細はお問い合わせください。

※お問い合わせ先　羽前長崎駅　☎６６２ - ２２２１

羽前長崎駅でお求めくださいＪＲ切符や定期券は

●持ち物　本人確認書類（マイナンバーカード、運転免許証等）、印かん
●縦覧・閲覧場所　住民税務課税務G（役場１階５番窓口）

縦覧
　●期　間　４月１日（木）～５月31日（月）（土・日、祝日を除く）
　●時　間　午前９時～午後５時
　●対　象　固定資産税納税者およびその同居親族
　●手数料　無料
　　※指定した地番のみ縦覧できますのであらかじめご確認の上、申請をお願いします。

閲覧
　●期　間　いつでも可（土・日、祝日など役場閉庁日を除く）
　●時　間　午前９時～午後５時
　●対　象　�固定資産税納税義務者およびその同居親族のほか、借地、借家人も該当する部分のみ

閲覧可能
　●手数料　縦覧期間中は無料となりますが、借地、借家人は有料となります。
　　　　　　縦覧期間以外は４５０円です。

※お問い合わせ先　住民税務課税務G（役場１階５番窓口）　☎６６２‐２１１２

「令和３年度固定資産税に係る土地および家屋価格帳簿の
� 縦覧・閲覧期間について」

　令和２年分の所得税（および復興特別所得税）、贈与税および消費税（および地方消費税）の申告・
納税の期限は４月１５日（木）まで延長されました。なお、延長後は会場の規模が縮小されますので、
会場での相談を希望される場合は、早めのご来場をお勧めします。
　●開設場所　山形テルサ
　●期　　間　３月1６日（火）～４月15日（木）（土・日、祝日を除く）
　●時　　間　午前９時～午後４時
　※会場の入場には「入場整理券」が必要です。
　なお、感染リスク軽減のため、パソコン、スマホで申告ができるe‐Taxのご利用をお勧めします。
　※町役場の申告相談会場は、３月１５日（月）で終了しました。

　※お問い合わせ先　山形税務署（個人課税第一部門）
　　　　　　　　　　☎６２２‐１６１１（音声案内「２」）
　　　　　　　　　　→国税に関する一般的な質問、相談は、音声案内「１」を選択してください。

確定申告期限の延長について
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なかやま健幸くらぶ　令和３年度教室型について

【�

２
０
２
１
年
度
国
家
公
務
員
「
国
税
専
門
官

採
用
試
験
」（
大
学
卒
業
程
度
）の
お
知
ら
せ
】

　

�

①
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　

�（
☎
０
２
２
‐
２
６
３
‐
１
１
１
１
内
線

３
２
３
６
）、
人
事
院
東
北
事
務
局
（
☎

０
２
２
‐
２
２
１
‐
２
０
２
２
）　
②
第

１
次
試
験
日
…
６
月
６
日
（
日
）　
④
仙

台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ

れ
る
国
税
専
門
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

国
税
専
門
官
は
、
国
の
財
政
を
支
え
る
重

要
な
仕
事
を
担
い
、
税
務
署
等
に
お
い
て
、

調
査
・
徴
収
・
検
査
や
指
導
な
ど
を
行
う

税
務
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。　
⑤
▼

平
成
３
年
４
月
２
日
〜
平
成
１２
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
者　
▼
平
成
１２
年
４
月
２
日

以
降
生
ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者　
⑴

大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
令
和
４
年
３

月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

　

�

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資

　

�

格
が
あ
る
と
認
め
る
者　
⑦
３
月
2６
日（
金
）

　

�

～
４
月
７
日（
水
）ま
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　

�

ト
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
国
家
公

務
員
試
験
採
用
情
報N

A
V
I

（https://
w
w
w
.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.

htm
l

）

●

●

●
そ
の
他
団
体
等
の
お
知
ら
せ
●
●
●

①
お
問
い
合
わ
せ
先　
②
と
き

③
と
こ
ろ　
④
内
容　
⑤
対
象
・
定
員

⑥
費
用　
⑦
申
込
方
法　
⑧
そ
の
他

＜なかやま健幸くらぶとは＞
　ウォーキングを中心とした健康づくり事業です。活動量計やスマートフォン歩数計アプリを活用
し、個人の目標に合わせて歩数や活動量を増やしていきます。なかやま健幸くらぶには、ウォーキ
ングを中心に取り組む「ライフスタイル型」と、ウォーキング＋運動教室での筋トレに取り組む「教
室型」の２種類があります。

●対　象　２０歳以上の中山町在住・在勤の方
●参加費　▶６５歳以上の町内在住の方　年間２，２００円（保険加入代込）
　　　　　　※町外在住の６５歳以上の方は年間４，２００円（参加費３，０００円+保険料１，２００円）
　　　　　　※６５歳以上の方は、傷害保険への加入が必須となります。
　　　　　▶６５歳未満の方　年間３，０００円
　　　　　　※傷害保険は任意加入です。加入希望の場合は、別途保険料がかかります。
●場　所　総合体育館（使用できない日は別の場所で行います。）

教室の内容

　令和３年度より「教室型」のクラスが充実し、体力に合わせて選べるようになりました。
　ぜひご参加ください！

●申込方法　新規での入会ご希望の場合は、申込書の記入が必要です。
※お申込み・お問い合わせ先　健康福祉課健康づくりＧ　☎６６２ - ２８３６

クラス名 開催日時 内　　容

いきいきクラス 日・水曜日
午前９時３０分～１０時３０分

【運動レベル　上級】
もっと筋肉をつけたい、しっかり汗をかきた
い方へオススメです。

るんるんクラス
火曜日
午前１０時～１１時
午後１時３０分～２時３０分

【運動レベル　中級】
音楽に合わせて楽しく体操やストレッチを行
います。

はつらつクラス 火曜日
午後１時３０分～２時３０分

【運動レベル　初級】
運動に自信がない・足腰が弱ってきている方
も安心！ソフトな運動から始めていきます。

なかやま健幸くらぶ　教室型についてのご案内
� ～令和３年度新規会員を募集します～

歩いて健康のまちづくり
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保健カレンダー ※保健事業に関するお問い合わせ先
健康福祉課　健康づくりＧ　☎６６２−２８３６

事 業 名 日　時 場　所 対　象　者　等

乳 児 健 診
３/２４（水）

対象者には個別通
知でお知らせしま
す。

保健福祉
センター
検診ホール

令和２年４月・1２月生まれのお子さんと前回
欠席のお子さん
●持ち物　�母子手帳、バスタオル、問診票、

交換用おむつ、新型コロナ対策問
診票

１歳６か月児健診
４/７（水）

対象者には個別通
知でお知らせしま
す。

保健福祉
センター
検診ホール

令和元年７月～９月生まれのお子さんと前回
欠席のお子さん
●持ち物　�母子手帳、問診票、「健やか親子

２1」質問票、交換用おむつ、バス
タオル、新型コロナ対策問診票

※各事業については、新型コロナウイルス感染拡大状況により、変更になる場合があります。

　日本脳炎ワクチン製造会社のうち１社において製造の一時停止があり、その影響で、令和３年度
の特に前半においてワクチンの供給量が減少し、全国的に出荷量の調整が行われる見込みです。
　そのため、日本脳炎ワクチンの供給が安定するまでの間、以下の方の接種を優先することとします。

　　●３歳以上で、４回接種のうち１期の２回接種（１回目および２回目）が未接種の方
　　●定期接種として接種が受けられる年齢の上限※が近づいている方

※定期接種として日本脳炎予防接種が受けられる年齢の上限
　１期（１～３回目の接種）は７歳６か月に至るまで、２期（４回目の接種）は１３歳未満が対象です。
　このほか、特例措置として、平成１９年４月２日～平成２１年１０月１日生まれの方は９歳以上１３歳未
満の間に１期の接種が可能です。また、平成１９年４月１日以前に生まれた方で２０歳未満の場合は、
４回接種のうち未接種分を接種できます。

　現在、ワクチンの製造は再開されていますが、その供給再開は令和３年１２月頃となる見込みです。
日本脳炎予防接種対象の方には、ワクチンの供給が安定するまでの間、上記の状況についてご理解、
ご協力をお願いします。

※お問い合わせ先　健康福祉課健康づくりＧ　☎６６２‐２８３６

日本脳炎ワクチン供給不足に伴う対応について

聖火リレートーチの巡回展示を行います。
●場　　所　中央公民館内ロビー
●期　　間　３月24日（水）午後１時～2８日（日）午前11時
●展示内容
　・オリンピックトーチ（アクリルケース入り）１本
　・パラリンピックトーチ（アクリルケース入り）１本
　・各トーチに関する説明パネル
※トーチに触れることはできません（撮影可）。

※お問い合わせ先　教育課生涯学習Ｇ　☎６６２‐２２３５ ※イメージ

東京オリンピック・パラリンピック東京オリンピック・パラリンピック
� 聖火リレートーチの巡回展示について� 聖火リレートーチの巡回展示について

21 3.3.153.3.15



町の魅力を再発見！　
　中山町には、魅力的な場所やもっと知ってほしい良いモノなどがたくさんあります。
　このコーナーでは、そんな町の魅力をお知らせしていきます。

　１月２３日から中山公園山形県野球場（荘内銀行・日新製薬スタジアム）の駐車場に、ジャン　１月２３日から中山公園山形県野球場（荘内銀行・日新製薬スタジアム）の駐車場に、ジャン
ボ雪滑り台が登場しました。多い日は１日に約２３０人が訪れ、たくさんの子どもたちがお父さボ雪滑り台が登場しました。多い日は１日に約２３０人が訪れ、たくさんの子どもたちがお父さ
んやお母さんと一緒に冬限定の滑り台を楽しみました。んやお母さんと一緒に冬限定の滑り台を楽しみました。
　このジャンボ雪滑り台は、県から管理を委託されている青山建設株式会社の中山公園事業部　このジャンボ雪滑り台は、県から管理を委託されている青山建設株式会社の中山公園事業部
の皆さんが企画しているもので、今年は新型コロナウイルス感染症予防対策のため、検温などの皆さんが企画しているもので、今年は新型コロナウイルス感染症予防対策のため、検温など
を行い安全面を配慮した上で実施されました。を行い安全面を配慮した上で実施されました。

アイ
ラブ

Vol.５６
ＩＩ

中山公園に完成！中山公園に完成！／／／／／／／／

ピョ
ーン
！

ピョ
ーン
！

ビ
ュ
ー
ン

ビ
ュ
ー
ン

大人気の大人気のジャンボ雪滑り台ジャンボ雪滑り台

乗り方を変えながら何度も滑る子どもたち　くるくると回転するチューブ滑りに大興奮！乗り方を変えながら何度も滑る子どもたち　くるくると回転するチューブ滑りに大興奮！
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